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行 の   辞  
昭和17年3月23日．（勅令第182條）．東電風土病研究所が長崎署科大挙に附厳して設置され、  
東唱地置の風土病に関する研究を目按として活動が績けられたが、拳術上、〃東亜クな、る地理  






















て研究作業を運営してゐる。   
Ⅰ・病 琴 部：  
第一研究宝；病原微生物畢〔登倉教授〕  
第二研究室：免疫血清畢〔高橋助教授〕   
ⅠⅠ．臨 床 部‥   
●  
第一町究宝 
第二研究室：外科領域臨床暫拳〔片峯助教授〕   
ⅠⅠⅠ．疫 理●部：  
第一研究窒：衛生動物畢〔大森教授〕  




一風のそれに止どまらず、日本全国又は世界各軍に求めねぼならないのであって、癖軋 改算  
の損充により、この理念の茸現に到達することを期待する。但，目下切茸に念願されることは、   
184  
日本政府及び長崎大畢の計甚に於いて、〃科挙の殿堂クとして相應しい、●耐火・畢霹の大建簗  













登 倉  登  
●   
